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大人の

が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
。
上か
み
・
中な
か
・
下し
も

（
西に
し

含
む
）
の
３
つ
に
分
か
れ
て
、　

そ
れ
ぞ
れ
、
ま
ず
鳥
居
前
で
踊
り
、

鳥
居
を
過
ぎ
て
境
内
に
つ
な
が
る
階

段
前
で
再
び
踊
り
ま
す
。
更
に
83
段

の
階
段
を
登
っ
た
後
に
境
内
で
も
踊

り
ま
す
。
そ
の
後
、休
憩
を
は
さ
み
、

近
く
の
瀬
戸
山
公
園
に
移
動
し
て
、

次
は
全
保
存
会
が
一
緒
に
な
っ
て
踊

る『
踊お
ど

り
別わ
か

れ
』
を
披
露
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
鳥
居
前
で
踊
っ
て
解
散
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
後
も
自
分
た
ち

の
町
内
の
民
家
を
練
り
歩
き
な
が
ら

踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
の
で
す
。

　

保
存
会
ご
と
に
服
装
や
踊
り
方
に

若
干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
大
体

似
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
祓
川

に
棒
踊
り
が
伝
わ
っ
た
の
か
不
明
で

す
が
、『
鹿
屋
市
史
』
に
よ
る
と
、
明

治
15
年
頃
、
テ
ン
ポ
の
早
い
踊
り
に

変
え
た
と
あ
り
ま
す
。
戦
時
中
、
一

時
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和
22
年
に

復
活
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

人
口
が
多
か
っ
た
昔
は
青
年
団
が

踊
っ
て
お
り
、
上
手
な
人
だ
け
が
踊

れ
ま
し
た
。
踊
る
の
は
若
者
と
し
て

の
誇
り
で
、
選
ば
れ
る
た
め
に
一
生

懸
命
練
習
し
た
も
の
で
す
。
現
在
は

小
・
中
学
生
が
中
心
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
郷
土
愛
と
伝
統
文
化
の

継
承
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
頼
も
し

く
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
今
後
ま

す
ま
す
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地

元
に
残
る
こ
の
伝
統
文
化
を
ず
っ
と

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
祭
は
３
月
25
日（
日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
年
に
よ
っ
て
は
、

満
開
の
桜
の
下
で
の
舞
が
見
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
も
見
に

来
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　

祓
川
地
区
に
春
を
告
げ
る
伝
統
行

事「
瀬
戸
山
神
社
の
春
祭
」。
こ
の

祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
、
厄や
く

病
退
散
を

願
っ
て
毎
年
３
月
下
旬
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は「
上
祓
川
町
棒
踊

り
伝
承
保
存
会
」
会
長
の
久
保
勇
さ

ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
祭
り
当
日
、
正
午
が
近
付
く
と
、

上
祓
川
・
中
祓
川（
祓
川
）・
下
祓
川
・

西
祓
川
の
４
つ
の
棒
踊
り
保
存
会

が
、
瀬
戸
山
神
社
前
の
街
道
に
続
々

と
集
結
し
、
棒
踊
り
を
奉
納
す
る
の

が
、
瀬
戸
山
神
社
の
春
祭
で
す
。

　

特
徴
は
何
度
も
繰
り
返
し
踊
り

瀬せ

戸と

山や
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
春は

る

祭ま
つ
り

瀬戸山神社
上祓川町

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

久く

保ぼ	

勇い
さ
む	

さ
ん

上
祓
川
町
棒
踊
り
伝
承
保
存
会 

会
長

地域住民が見守る中で
勇壮な舞が繰り広げられる

社会
見学

大人の

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介
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